
■東南アジア

NTAアジア （シンガポール）
サンライズツアーズ＆トラベル（マレーシア）
PT.JABATO INTERNATIONAL（インドネシア）
Taskal Resources (危機管理）（マレーシア）

正式社名︓ NTAシンガポール
【英⽂︓ NTA TRAVEL (SINGAPORE) PRIVATE.LTD.】

協会会員︓ STB(シンガポール政府観光局 TA508), NATAS（シンガポール旅⾏業協会 OM0119)
IATA（国際航空運送協会 32301371）

所在地︓ 141 Middle Road, #04-05 GSM Building 188976 Singapore

Phone︓ +65-6338 1985

設 ⽴︓ 1986年 1⽉

資本⾦︓ SGD 1,000,000 （100万シンガポールドル/約8,000万円）

主な株主︓ NTA Asia Pte. Ltd （株式会社⽇本旅⾏）

代表者︓ 代表取締役 ⾺場 直樹（ばば なおき）

社員数︓ 28名（2020年4 ⽉1 ⽇現在）

総取扱⾼︓
(2019年度)

SGD 26,000,000 （約20億円）

事業内容︓ ・シンガポール国内での旅⾏業務全般（航空券発券を含む）
・⽇本⼈のシンガポール旅⾏の地上⼿配 など
・シンガポール⼈の海外旅⾏の営業⼿配 など

事業所 本 社／ シンガポール
⽀ 店／ なし

海外グループ企業

■ 会社概要

■ NTA東南アジアネットワーク

会 社 案 内 ／ N T A シ ン ガ ポ ー ル

⽇本旅⾏シンガポールは、1986年に⽇本旅⾏グループの現地法⼈として
開設以来、⽇本⼈の⼼、親切・誠実をモットーにご旅⾏されるお客様のお世話を
させていただいております。また、⼤型インセンティブツアーや教育旅⾏等のお取扱で
培ったノウハウを最⼤限に活かしています。

「⽇本旅⾏では、現地法⼈がしっかりとバックアップいたします。」
⽇本旅⾏シンガポールでは、いかなる事故・災害時にも対応できるよう、365⽇24時間体制で万全のネットワークを確⽴しております。緊急対応が
必要な場合には、弊社ネットワークを駆使して冷静かつ迅速・正確な情報収集に努め、想定されるあらゆるリスクを徹底検証し、⽇本旅⾏本社及
び各担当⽀店への判断を仰ぎます。また、必要に応じNTAシンガポールよりスタッフを派遣し、お客様の安全・安⼼の確保を第⼀優先に、事故発
⽣フローチャートに基づいて対処できるよう、⽇頃より情報共有や教育、訓練を実施致しております。

［ 代表取締役 ］ インバウンド担当
マネージャー

アウトバウンド担当
マネージャー

営業
担当︓３名

仕⼊⼿配
担当︓18名

営業
担当︓２名

仕⼊⼿配
担当︓３名

■ 組織運営体制図

経理・総務
担当︓4名

・ シンガポールのエキスパートが、皆様の旅をしっかりと
サポートさせていただきます。

－ シンガポール －
Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ



■ 緊急連絡先⼀覧

会 社 案 内 ／ N T A シ ン ガ ポ ー ル

■⼤使館・総領事館

在シンガポール⽇本国⼤使館 65-6235-8855

■ シンガポールの治安

■緊急時

警察 999

救急・消防 995

■緊急対応医療機関（シンガポール）
ラッフルズ・ジャパニーズクリニック 65-6311-1190

ヘルスウェイ ジャパニーズ メディカルセンター 65-6733-9787

ジャパナ・グリーン クリニック 65-6734-8874

杉野クリニック 65-6235-1110

－ シンガポール －
Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ

シンガポールは、世界でも有数の犯罪率が低い国・治安が良くて美しい国といわれています。
⽇本の外務省からの情報でも「危険情報は出ていない」とされており、治安の良い安全な国と
いえるでしょう。しかし、⽇本でも殺⼈等は少ないものの、引ったくりやスリなどの犯罪があるのと
同じように、シンガポールでも窃盗などの犯罪はたまに発⽣しています。
特に多くの⼈が集まる場所などでは、要注意。また⽇本の治安の良さから警戒⼼も弱いため、
海外に居ることを⾃覚して⾏動することが重要です。
また、「シンガポールの街が美しい状態を保っているのは、罰⾦のおかげ」と⾔っても過⾔では
ないほど、罰則や罰⾦が多い国です。もちろん外国⼈も対象のため、注意が必要です。
知らなかったでは済まされません。例えば、喫煙に関しては、特に厳しく取り締まりがあり、駅や
ホテル、レストランなどでは全⾯（⼀部を除く）禁煙になっています。禁煙とされている場所で
喫煙した場合には、最⾼1000シンガポールドルの罰⾦が課されます。また、シンガポールでは
ガムの製造、販売、輸⼊が禁⽌されており、所持しているだけで罰⾦の対象になります。気を
つけましょう。
飲酒についても厳しく、22:30から7:00の間は、⼀部のバーやレストラン、ホテルの客室内を
除いて、公共の場所での飲酒は禁⽌されています。
コンビニやスーパーマーケットでも酒類を販売しません。


